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令 和 ４ 年 第 ４ 回 伊 佐 市 議 会 定 例 会 の 開 会 に あ た り 、 議

案 第 73号 か ら 議 案 第 97号 ま で に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 73号 「 令 和 ４ 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 ８ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 電 気 ・ ガ ス ・ 食 料 品 等 価 格 高 騰 重 点 支

援 地 方 交 付 金 関 連 経 費 や 災 害 復 旧 関 連 経 費 な ど に つ い て

所 要 の 措 置 を 講 じ た も の で あ り ま す 。  

 

 補 正 の 主 な 内 容 に つ い て 歳 出 か ら 順 次 説 明 い た し ま す 。  

 

 総 務 費 に つ き ま し て は 、 電 気 料 金 の 高 騰 に 伴 う 大 口 庁

舎 及 び 菱 刈 庁 舎 等 の 光 熱 水 費 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ 、

民 生 費 に つ き ま し て は 、 建 築 資 材 の 高 騰 に 伴 う 保 育 所 建

設 の 支 援 に 要 す る 経 費 及 び 生 活 保 護 扶 助 事 業 等 の 国 庫 支

出 金 精 算 返 納 金 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

 衛 生 費 に つ き ま し て は 、 医 療 機 関 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 防 止 対 策 へ の 支 援 に 要 す る 経 費 に つ い て 追 加 の 措

置 を 講 じ 、 農 林 水 産 業 費 に つ き ま し て は 、 二 毛 作 栽 培 の

支 援 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

 商 工 費 に つ き ま し て は 、 エ ネ ル ギ ー ・ 食 料 品 価 格 等 の

高 騰 の 影 響 を 受 け た 事 業 者 の 支 援 に 要 す る 経 費 に つ い て

新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

 消 防 費 に つ き ま し て は 、 大 口 ふ れ あ い セ ン タ ー の 改 修

に 伴 う 防 災 倉 庫 の 移 設 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置

し 、 教 育 費 に つ き ま し て は 、 大 口 東 小 学 校 ５ 、 ６ 年 教 室

の 複 式 学 級 の 解 消 に 伴 う 教 室 の 改 修 工 事 に 要 す る 経 費 に

つ い て 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  
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 災 害 復 旧 費 に つ き ま し て は 、 令 和 ４ 年 ７ 月 の 大 雨 及 び

９ 月 の 台 風 14号 災 害 の 農 林 水 産 施 設 の 復 旧 に 要 す る 経 費

に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 以 上 、 歳 出 に つ い て 説 明 い た し ま し た が 、 こ れ ら の 財

源 に つ き ま し て は 、 地 方 消 費 税 交 付 金 、 分 担 金 及 び 負 担

金 、 国 庫 支 出 金 、 県 支 出 金 、 財 産 収 入 、 寄 附 金 、 繰 入 金 、

諸 収 入 及 び 市 債 を も っ て 充 当 し て お り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ４

億 7,0 8 4万 ３ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳

出 そ れ ぞ れ 199億 3, 9 9 2万 ９ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

 こ の ほ か 、 年 度 内 に 事 業 が 完 了 す る 見 込 が な い た め 、

市 民 窓 口 事 務 事 業 に 明 許 繰 越 に よ る 繰 越 し の 措 置 を 講 じ 、

債 務 負 担 行 為 で は 、 楠 本 川 渓 流 自 然 公 園 運 営 事 業 （ 指 定

管 理 委 託 ） ほ か ９ 件 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ 、 地 方 債

で は 、 災 害 復 旧 事 業 及 び 緊 急 自 然 災 害 防 止 対 策 事 業 に つ

い て 限 度 額 変 更 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 74号 「 令 和 ４ 年 度 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 事

業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 歳 出 に お い て 、 職 員 給 与 費 に つ い て 所

要 の 措 置 を 講 じ た ほ か 、 国 保 事 務 処 理 標 準 シ ス テ ム に 要

す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 189

万 ２ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ

ぞ れ 36億 9,5 1 2万 円 と す る も の で あ り ま す 。  
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 次 に 、 議 案 第 75号 「 令 和 ４ 年 度 伊 佐 市 介 護 保 険 事 業 特

別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 歳 出 に お い て 、 職 員 給 与 費 に つ い て 所

要 の 措 置 を 講 じ た ほ か 、 介 護 保 険 認 定 調 査 に 要 す る 経 費

等 に つ い て 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 49

万 ８ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ

ぞ れ 32億 6,2 1 6万 ５ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 76号 「 令 和 ４ 年 度 伊 佐 市 農 業 集 落 排 水 事

業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 歳 出 に お い て 、 処 理 施 設 の 管 理 に 要 す

る 経 費 や 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 と な る 地 方 公 営 企 業

会 計 へ の 移 行 に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り

ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 か ら 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

1,4 5 3万 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ

ぞ れ １ 億 9,3 7 5万 ７ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

こ の ほ か 、 地 方 債 で は 、 下 水 道 事 業 に つ い て 限 度 額 変

更 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 77号 「 令 和 ４ 年 度 伊 佐 市 水 道 事 業 会 計 補

正 予 算 （ 第 ２ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 今 回 の 補 正 は 、 「 収 益 的 収 入 及 び 支 出 」 の 支 出 に お い

て 、 水 道 事 業 費 用 を 366万 ９ 千 円 追 加 し 、 収 益 的 支 出 の 総



- 4 - 

額 を ３ 億 4,3 8 4万 ８ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 78号 「 伊 佐 市 職 員 の 公 益 的 法 人 等 へ の 派

遣 に 関 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 公 益 的 法 人 等 へ の 一 般 職 の 地 方

公 務 員 の 派 遣 等 に 関 す る 法 律 の 規 定 に よ り 、 市 職 員 の 公

益 的 法 人 等 へ の 派 遣 を 可 能 に す る た め 、 本 条 例 を 制 定 す

る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 79号 「 伊 佐 市 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例

の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 地 方 公 務 員 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、

職 員 の 定 年 年 齢 の 段 階 的 な 引 上 げ や 、 管 理 監 督 職 勤 務 上

限 年 齢 制 、 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 制 の 導 入 な ど の 所 要

の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 80号 「 地 方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 」 の 制 定 に

つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 定 年 年 齢 の 引 上 げ を 目 的 と し た

地 方 公 務 員 法 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 条 項 や 必 要 な 字 句 の 整

理 な ど の 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 81号 「 伊 佐 市 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 の

改 正 に 伴 う 、 罰 則 規 定 の 経 過 措 置 に つ い て 鹿 児 島 地 方 検
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察 庁 よ り 助 言 が あ り 、 伊 佐 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法

律 施 行 条 例 の 制 定 の た め に 必 要 な 字 句 の 整 理 を 行 う も の

で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 82号 「 伊 佐 市 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法

律 施 行 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 の

改 正 に 伴 い 、 本 条 例 を 制 定 す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 83号 「 伊 佐 市 肉 用 牛 特 別 導 入 基 金 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 県 費 及 び 市 費 に よ り 造 成 さ れ て

い る 本 基 金 に つ い て 、 県 か ら の 要 請 に よ り 県 費 分 を 返 納

す る こ と に 伴 い 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 84号 「 伊 佐 市 奨 学 生 条 例 」 の 制 定 に つ い

て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 新 た に 入 学 準 備 金 や 、 ふ る さ と

活 性 化 に 資 す る 奨 学 金 返 還 免 除 に 関 す る 事 項 を 定 め る た

め 、 本 条 例 を 制 定 す る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 85号 「 伊 佐 市 十 曽 青 少 年 旅 行 村 の 設 置 及

び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ

い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 指 定 管 理 者 に よ る 管 理 を 可 能 に

す る た め 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  
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 次 に 、 議 案 第 86号 「 伊 佐 市 水 道 事 業 の 設 置 等 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 申 し 上

げ ま す 。  

 

 本 件 に つ き ま し て は 、 伊 佐 市 農 業 集 落 排 水 事 業 に 地 方

公 営 企 業 法 を 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 適 用 す る た め 、 所 要

の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、  

議 案 第 87号 「 西 太 良 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 指 定

管 理 者 の 指 定 」 に つ い て  

議 案 第 88号 「 羽 月 地 区 公 民 館 の 指 定 管 理 者 の 指 定 」 に

つ い て  

議 案 第 89号 「 田 中 校 区 集 会 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 」

に つ い て  

議 案 第 90号 「 湯 之 尾 校 区 集 会 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 」

に つ い て  

議 案 第 91号 「 本 城 校 区 集 会 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 」

に つ い て  

議 案 第 92号 「 羽 月 西 青 少 年 セ ン タ ー の 指 定 管 理 者 の 指

定 」 に つ い て  

議 案 第 93号 「 牛 尾 青 少 年 セ ン タ ー の 指 定 管 理 者 の 指 定 」

に つ い て  

議 案 第 94号 「 山 野 基 幹 集 落 セ ン タ ー の 指 定 管 理 者 の 指

定 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

こ れ ら の 施 設 に つ き ま し て は 、 各 校 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協

議 会 の 拠 点 と し て 、 主 に そ れ ぞ れ の 校 区 の 方 々 が 利 用 さ

れ る 施 設 で あ り 、 そ の 性 格 上 、 伊 佐 市 公 の 施 設 に 係 る 指

定 管 理 者 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 第 ２ 条 第

２ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 公 募 に 適 さ な い 施 設 で あ る と 認 め

た た め 、 公 募 は 行 わ ず 、 指 定 管 理 者 の 候 補 者 と し て 各 校
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区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 を 選 定 い た し ま し た 。  

 

こ の こ と を 伊 佐 市 公 の 施 設 指 定 管 理 者 選 定 審 議 会 に 諮

問 し 、 選 定 基 準 を 満 た し て い る 旨 の 答 申 を 得 た た め 、 令

和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 10年 ３ 月 31日 ま で の ５ 年 間 を 指

定 期 間 と し 、 各 校 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 を 指 定 管 理 者 に

指 定 し た い の で 、 地 方 自 治 法 第 244条 の ２ 第 ６ 項 の 規 定 に

よ り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 95号 「 菱 刈 菱 泉 セ ン タ ー の 指 定 管 理 者 の

指 定 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

当 施 設 に つ き ま し て は 、 菱 刈 鉱 山 の 温 泉 水 を 公 衆 浴 場

等 に 供 給 す る た め の 施 設 で あ り 、 そ の 性 格 上 、 伊 佐 市 公

の 施 設 に 係 る 指 定 管 理 者 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例 施

行 規 則 第 ２ 条 第 ２ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 公 募 に 適 さ な い 施

設 で あ る と 認 め た た め 、 公 募 は 行 わ ず 、 指 定 管 理 者 の 候

補 者 と し て 菱 刈 泉 熱 開 発 有 限 会 社 を 選 定 い た し ま し た 。  

 

こ の こ と を 伊 佐 市 公 の 施 設 指 定 管 理 者 選 定 審 議 会 に 諮

問 し 、 選 定 基 準 を 満 た し て い る 旨 の 答 申 を 得 た た め 、 令

和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 10年 ３ 月 31日 ま で の ５ 年 間 を 指

定 期 間 と し 、 菱 刈 泉 熱 開 発 有 限 会 社 を 指 定 管 理 者 に 指 定

し た い の で 、 地 方 自 治 法 第 244条 の ２ 第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、

議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 96号 「 楠 本 川 渓 流 自 然 公 園 の 指 定 管 理 者

の 指 定 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、 指 定 管 理 者 の 公 募 を 行 っ た 結 果 、

１ 者 の 応 募 が あ っ た た め 、 伊 佐 市 公 の 施 設 指 定 管 理 者 選

定 審 議 会 に 諮 問 し 、 選 定 基 準 を 満 た し て い る 旨 の 答 申 を

得 た と こ ろ で あ り ま す 。  
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こ の 答 申 に 基 づ き 、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 10年 ３

月 31日 ま で の ５ 年 間 を 指 定 期 間 と し 、 株 式 会 社 伊 佐 建 設

を 指 定 管 理 者 に 指 定 し た い の で 、 地 方 自 治 法 第 244条 の ２

第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り ま

す 。  

 

次 に 、 議 案 第 97号 「 第 ２ 次 伊 佐 市 総 合 振 興 計 画 の 策 定 」

に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 伊 佐 市 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 行

政 運 営 を 図 る た め の 基 本 構 想 及 び 基 本 計 画 を 定 め る も の

で 、 「 地 方 自 治 法 第 96条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 議 会 の 議 決

す べ き 事 件 を 定 め る 条 例 」 第 ２ 条 の 規 定 に よ り 、 議 会 の

議 決 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

 ま ず 、 計 画 の 構 成 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 総 合 振 興 計 画 は 、 「 基 本 構 想 」 、 「 基 本 計 画 」 、 「 実

施 計 画 」 で 構 成 し ま す が 、 議 会 の ご 審 議 を い た だ く の は 、

「 基 本 構 想 」 及 び 「 基 本 計 画 」 で あ り ま す 。  

 

「 基 本 構 想 」 は 、 令 和 ５ 年 度 か ら 令 和 14年 度 ま で の 10

年 間 で 実 現 し よ う と す る ま ち づ く り の 将 来 像 と 、 そ の 実

現 に 向 け て 分 野 別 の 「 基 本 目 標 」 な ど を 定 め る も の で あ

り ま す 。  

ま た 、 「 基 本 計 画 」 は 、 前 期 と 後 期 に 分 け て 策 定 す る

も の で 、 今 回 は 、 令 和 ５ 年 度 か ら 令 和 ９ 年 度 ま で の ５ 年

間 の 「 前 期 基 本 計 画 」 と し て 「 基 本 構 想 」 に 基 づ き 実 施

す る 施 策 の 主 な 取 組 な ど を 定 め る も の で あ り ま す 。  

計 画 を 策 定 す る に 当 た っ て は 、 市 民 意 識 調 査 の 実 施 、

係 長 級 に よ る 計 画 策 定 企 画 委 員 会 及 び 課 長 級 に よ る 計 画

策 定 調 整 委 員 会 の 開 催 、 民 間 委 員 で 構 成 さ れ る 伊 佐 市 総
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合 振 興 計 画 審 議 会 で の 審 議 な ど の 過 程 を 踏 ま え た 上 で 、

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施 し た と こ ろ で あ り ま す 。  

ま た 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト で の ご 意 見 を 踏 ま え た 計 画

案 を 、 伊 佐 市 総 合 振 興 計 画 審 議 会 に 諮 問 し ま し た と こ ろ 、

令 和 ４ 年 11月 ４ 日 に 審 議 会 会 長 か ら 「 妥 当 で あ る 」 旨 の

答 申 を い た だ い た と こ ろ で あ り ま す 。  

 

次 に 、 計 画 の 概 要 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

「 基 本 構 想 」 に お い て 、 ま ち づ く り の 将 来 像 を 定 め て

お り ま す が 、 平 成 25年 11月 に 策 定 し ま し た 「 伊 佐 市 市 民

憲 章 」 を ま ち づ く り の 基 本 的 な 考 え 方 と し て 位 置 付 け 、

私 た ち が 住 み 続 け ら れ る ま ち を 創 っ て い く た め に 「 笑 顔

あ ふ れ  一 人 ひ と り が  幸 せ 感 じ る ま ち 」 と 設 定 い た し

ま し た 。  

 

さ ら に 、 ま ち づ く り の 将 来 像 を 踏 ま え 、 そ の 実 現 に 向

け て 分 野 ご と の 基 本 目 標 を ６ 項 目 に 分 け て 定 め て お り ま

す 。  

 

次 に 、 「 基 本 計 画 」 に お い て は 、 「 基 本 構 想 」 で 定 め

た ６ つ の 基 本 目 標 ご と に 、 「 現 状 と 課 題 」 、 「 施 策 の 主

な 取 組 」 、 伊 佐 に 暮 ら す 「 み ん な が で き る こ と 」 を 定 め 、

市 民 と 行 政 が 互 い に 尊 重 し な が ら 、 そ れ ぞ れ の 役 割 に 応

じ て ま ち づ く り を 進 め て い く こ と と し て お り ま す 。  

 

な お 、 こ の 計 画 に お い て は 、 平 成 27年 ９ 月 の 国 連 サ ミ

ッ ト で 採 択 さ れ た Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に 掲 げ ら れ た 17の 目 標 を 「 基

本 計 画 」 に お け る 施 策 と 関 連 付 け 、 第 ２ 次 総 合 振 興 計 画

を 推 進 す る こ と で Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 達 成 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る

こ と と し て お り ま す 。  
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以 上 、 議 案 2 5件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ

し く ご 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

――― 降  壇  ――― 
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議 案 第 98号 「 教 育 長 の 任 命 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 現 在 、 教 育 長 で あ り ま す 森 和 範

氏 の 任 期 の 満 了 に 伴 い 、 新 た に 教 育 長 と し て 、 春 田 浩 志

氏 を 任 命 し よ う と す る も の で あ り ま す 。  

 

春 田 氏 は 、 昭 和 58年 に 川 辺 町 立 田 代 小 学 校 教 諭 と し て

教 職 に 就 か れ 、 令 和 ２ 年 に 鹿 児 島 市 立 伊 敷 台 小 学 校 長 を

退 職 さ れ る ま で 長 年 に わ た り 教 育 現 場 で ご 活 躍 さ れ 、 そ

の 間 、 鹿 児 島 市 教 育 委 員 会 保 健 体 育 課 長 な ど を 歴 任 さ れ

教 育 行 政 面 で の 経 験 も 豊 富 で す 。 人 格 は 高 潔 で 、 教 育 に

関 し 優 れ た 見 識 を 持 っ て お ら れ 、 教 育 長 に 適 任 で あ る と

考 え て お り ま す の で 、 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関

す る 法 律 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同 意 を 求 め

る も の で あ り ま す 。  

 

 

以 上 、 議 案 １ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ

し く ご 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

――― 降  壇  ――― 
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議 案 第 9 9号 「 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 」 に つ い て 説 明 申

し 上 げ ま す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 現 在 、 教 育 委 員 会 委 員 で あ り ま

す 永 野 治 氏 の 任 期 が 本 年 12月 11日 を も っ て 満 了 と な り ま

す が 、 引 き 続 き 永 野 氏 を 教 育 委 員 会 委 員 に 任 命 し た い の

で 、 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 ４ 条 第

２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同 意 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

 

以 上 、 議 案 １ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ

し く ご 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

――― 降  壇  ――― 


